
医療費助成事業のレセプト請求例

医療機関から請求されるレセプトイメージ（乳幼児医療：法別「81」とした場合）

医療費助成事業の公費負担者番号及び受給者番号の記載欄

※国の公費負担医療がある場合は、公費負担者番号②に記載されます。
※公費負担者番号及び受給者番号の下１桁は検証番号となっています。
（検証番号の算出方法は次のとおりです。）

※検証番号の算出方法

DX審査支払機構で診療報酬の審査実施
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請求されたレセプトについては、診療内容等について審査を実施します。
※耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料を査定（減点）した事例
本事例は、特定疾患療養管理料と耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料を同一月に算
定しているため査定（減点）した事例です。

① 受給者番号の各数に末尾の桁を起点として順次２と１を乗じます。
② 前①で算出した積の和を求めます。ただし、積が2桁となる場合は、1桁目と2桁目の数字の
和となります。

③ 10と前②で算出した数字の下1桁の数との差を検証番号とします。ただし、１の位の数が０
のときは検証番号は０となります。（公費負担者番号の検証番号についても同じです。）

※ 受給者番号7桁については、レセプトの記載要領により上記のとおりとなります。
検証番号に誤りがある場合は、受給者証の再発行を要することから、ご留意願います。


